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▲〓
鵬
場

スイカや桑の実を持って

会
員
の
皆
様
、

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
運
営
委
員
３
名
は
、
８
月
３
日
、

今
年
の

ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
公
式
訪
間
を
終
え
、

帰
国
い

た
し
ま
し
た
。

１
年
半
ぶ
り
の
ア
フ
ガ

エ
ス
タ
ン
で
し
た

が
、

垣
間
見
た
人
々
の
表
情
か
ら
は
「今
日
」
を

生
き
る
こ
と
に
必
死
な
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

自
爆
テ
ロ
や
戦
間
に
巻
き
込
ま
れ
て
死

ぬ
か
も
し
れ
な
い
こ
と
よ
り
も
、

家
族
を
ど
う

食
べ
さ
せ
て
い
く
か
の
ほ
う
が
、

よ
り
切
実
で

大
切
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
訪
間
で
、

改
サ
フ
ダ
ル
校
長
の
家
族

と
面
会
し
、

今
後
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
無

事
、

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら

多
額
の
基
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
責
任

の

一
端
を
果
た
せ
た
よ
う
な
気
が
し
て
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
到
着
は
前
期
終
了
間
際
だ

っ
た

の
で
、

す
ぐ
に
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。

休
み

と
い
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
は
連
日
、

冬
に
備

え
た
干
し
草
運
び
と
干
し
杏
作
り
、

小
麦
の
刈

り
入
れ
と
大
忙
し
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
そ
ん
な
夏
休
み
の
様
子
は
、

１０
月
１
日
の
東
京
で
の
総
会

・
報
告
会
、

１０
月

８
日
の
大
阪
で
の
報
告
会
で
パ
ネ
ル
展
示
し

ま
す
。ぜ

ひ
い
ら
し
て
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

背
が

伸
び
、

表
情
も
お
と
な
び
た
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。



≪ ≪カブール郊外のサフグルの墓。案内してくれた人も、
一度は所在を見失うほど、周辺に新しい墓ができていた

第
３
回
公
式
訪
間
報
告

７
月
２５
日
か
ら
１０
日
間
、

毎
年
恒
例
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
間
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
長
倉
代
表
と
運
営
委
員
の
森
、

古同
橋
に
あ
わ
せ
て
、

天
野
が
初
参
加
。

代
表
と
天
野
か
ら
現
地
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。

報
告
／
長
倉
洋
海

毎
年
、

春
の
訪
間
が
定
例
だ
っ
た
が
、

今
年
は
４
か
月
遅
れ
の
夏
と
な
っ
た
。

カ
ブ
ー
ル
は
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
。

安

井
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
１
泊
し
、

購
入
し

て
も
ら
っ
て
い
た
ノ
ー
ト
８
０
０
冊
と

１
年
生
用
の
ザ
ッ
ク
、

さ
ら
に
買
い
込

ん
だ
交
流
会
用
の
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス

を
携
え
、

一
路
、

パ
ン
シ
ー
ル
ヘ
。

今
年
は

安
井
さ
ん
が
最
初
の
２
日
間
、

同
行
し

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
心
強
い
。

マ
ス
ー

ド
の
廟
と
サ
ー
ズ
デ
ィ
ン
の
墓
を
訪

れ
、

カ
ブ
ー
ル
で
買
っ
て
き
た
花
を
捧

げ
る
。

昼
過
ぎ
、

学
校
に
到
着
し
た
が
、

す

で
に
生
徒
は
下
校
。

川
上
の
ド
ロ
ナ
村

で
、

サ
フ
ダ
ル
の
妻
と
６
人
の
子
ど
も

た
ち
と
面
談
。

話
の
中
で
、

サ
フ
ダ
ル
が

子
ど
も
た
ち
と
杏
や
リ
ン
、コ

を
植
え
て

い
た
庭
も
、　

一
家
の
土
地
で
な
く
借
地

だ
っ
た
と
わ
か
っ
て
、

シ
ョ
ッ
ク
。

彼
は
家

を
残
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

ま
た
、

妻
は

「夫
に
男
兄
弟
が
お
ら
ず
、

生
活
を
支

援
し
て
く
れ
る
よ
う
な
親
族
も
い
な

い
。

会
か
ら
の
支
援
金
が
唯

一
の
収
入
」

と
い
う
。

バ
ー
セ
ッ
ト
の
下
に
障
が
い
の

あ
る
子
が
２
人
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
、

カ
ブ
ー
ル
に
住
む
サ
フ
ダ
ル
の
姉
に
預

け
ら
れ
た
２
人
の
子
の
ひ
と
り
も
、

小

児
麻
痺
を
患
っ
た
障
が
い
が
残
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

家
に
男
手
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

首

都
の
車
の
修
理
工
場
か
ら
村
Ｌ
戻
っ
た

長
男
の
サ
タ
ー
ル
の
ほ
か
に
、

学
校
に

通
っ
て
い
る
フ
ァ
ト
ナ

（７
年
）
と
シ
ャ

ボ
ナ
（
６
年
）
、

バ
ー
セ
ッ
ト
（
６
年
）
も
、

話
し
合
い
の
場
に
呼
び
、

「中
学
を
卒

業
す
る
ま
で
は
支
援
を
続
け
る
。

成
績

が
良
好
で
、

上
の
学
校
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
な
ら
手
伝
え
る
よ
う
に
す
る
」

と
話
し
た
。

サ
フ
ダ
ル
の
死
後
、

こ
の
子
た
ち
が

る
。

そ
の
あ
と
、

金
員
に
日
本
製

の
３
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
渡
す
。

各

村
落
の
子
ど
も
に
、

昨
年
か
ら

要
望

さ
れ
て
い
た
サ
ツ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
贈
呈
。

昨
年
撮
っ
た
、

子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
渡
し
た

あ
と
、
３
月
の
束
日
本
大
震
災

に
つ
い
て
話
す
。

雑
誌
に
載
っ
た

写
真
を
見
せ
、

パ
ソ
コ
ン
で
津
波

の
映
像
を
見
せ
た
。

交
流
会
で
は
ケ
ー
キ
、

バ
ナ

ナ
、

マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を

配
る
。

並
自
段
、

給
食
を
食
べ
た
こ

と
が
な
い
か
ら
、

み
ん
な
う
れ
し

そ
う
だ
。

屋
外
で
ス
イ
カ
割
り

大
会
も
実
施
し
た
。

安
井
さ
ん

の
提
案
だ
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち

に
は
大
受
け
。
「右
、

左
」
と
か

「前
、

後
ろ
」
と
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
、

当
た
る
と
大
歓
声
が

起
こ
っ
た
。

ス
イ
カ
割
り
の
志
願
者
が

後
を
絶
た
な
い
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

ひ
と
つ
、

残
念
だ
っ
た
の
は
、
３
年
が

か
り
の
新
校
舎
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
。

最
後
の
２。
％
の
予
算
が

下
り
て
い
な
い
た
め
だ
と
い
う
。

先
生
た
ち
と
の
話
し
合
い
も
持

っ

た
。

給
与
支
援
は
あ
と
２
年
半
。
６
人

の
先
生
が
、

下
の
町
で
研
修
に
通
っ
て

短
大
の
課
程
を
修
了
し
、

こ
の
秋
か
ら

さ
ら
に
２
年
間
、

大
学
卒
業
の
資
格
を

目
指
す
と
の
こ
と
。

自
立
へ
向
け
て
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
安
堵
し
た
。

そ
の
頑
張
り
と
物
価
高
騰
の
実
情
を

考
慮
し
て
、

給
与
の
１０
ド
ル
ア
ッ
プ
を

承
認
す
る
。

話
し
合
い
の
中
で
ヤ
シ
ン
先
生
が

「高
校
に
女
生
徒
９
人
が
通
っ
て
い
る
。

そ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
月
額
経
費
２
万

５
０
０
ア
フ
ガ
ニ
ー

（個
人
負
担
は
５

０
０
ア
フ
ガ
ニ
ー
）
を
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
支
援
し
て
く
れ
て
い
た
が
、

ほ

か
に
も
パ
ン
シ
ー
ル
の
４
か
所
で
生
徒

送
迎
の
支
援
を
し
て
い
る
た
め
か
財
政

難
と
な
り
、

あ
と
２
か
月
で
支
援
を
打

ち
切
っ
て
し
ま
う
」
と
話
す
。

教
育
支
援

は
山
の
学
校
の
会
の
大
切
な
柱
な
の

で
、

そ
の
支
援
を
前
向
き
に
検
討
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。

そ
の
ヤ
シ
ン
先
生
に
元
気
が
な
い
の

が
気
に
な
る
。

手
足
が
し
び
れ
、

力
が

入
ら
な
い
と
い
う
。

カ
ブ
ー
ル
で
医
者

に
か
か
る
よ
う
に
説
得
す
る
。

ヤ
シ
ン

は
山
の
学
校
の
車
の
運
転
手
を
し
て
い

る
し
、

何
よ
り
、

サ
フ
ダ
ル
の
よ
う
に
手

遅
れ
に
な
っ
て
は
大
変
だ
。

必
死
に
勉
強
を
し
て
、

ク
ラ
ス
で
フ
ァ

ト
ナ
と
バ
ー
セ
ッ
ト
が

一
番
に
、

シ
ャ
ボ

ナ
は
二
番
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い

た
。

進
学
支
援
の
話
を
し
た
時
、
３
人

の
表
情
が

一
瞬
、

輝
い
た
。

米
「サ
フ
ゲ
ル
遺
児
育
英
基
金
」
の
よ

り
具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
は
、

総
会

で
報
告
の
の
ち
、

次
号
誌
面
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

学
校
で
再
会
し
た
子
ど
も
は
み
な

元
気
そ
う
で
ひ
と
安
心
。
ど
の
子
も
背

が
伸
び
、

表
情
も
前
よ
り
お
と
な
び
て

見
え
る
。

新
１
年
生
の
シ
ャ
イ
な
笑
顔

も
と
て
も
か
わ
い
い
。

ク
ラ
ス
の
成
績
上
位
者
に
日
本
か
ら

持
参
し
た
文
房
具
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
拍
手
が
起
き

初めてのスイカ割 り。楽 しい夏の思い出になったはずだ



(tr≪≪
日
本
に
い
る
と
、

自
爆
テ
ロ
や
治
安

の
悪
化
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
流

れ
る
が
、

人
々
の
生
活
は
少
し
ず
つ
だ

が
、

確
実
に
良
く
な
っ
て
い
る
と
も
実

感
し
た
。

各
家
庭
に
は
川
の
流
れ
を
利

用
し
た
水
力
発
電
で
電
気
が
引
か
れ
、

テ
レ
ビ
を
買
っ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映
画
や
歌

謡
番
組
を
見
る
家
も
出
て
き
た
。

以
前

は
制
服
さ
え
買
え
な
か
っ
た
女
生
徒
た

ち
が
イ
ス
ラ
ム
式
の
ス
カ
ー
フ
と
黒
い

制
服
に
身
を
包
む
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、

フこ
こ
数
年
の
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
レつ
れ
し
か
っ
た
の
は
、

ア
ミ

ン
や
マ
ジ
ャ
ミ
ン
が
住
む
ガ
ー
ウ
ィ
ン

村
で
、

村
人
た
ち
が
お
金
を
出
し
合

い
、

牧
童
を
一歴
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
を
休
ん
で
、

一

日
中
、

山
で
羊
や
山
羊
を
追
う
必
要
が

な
く
な
っ
た
の
だ
。

落
第
す
る
生
徒
も

減
る
か
も
し
れ
な
い
。

山
で
の
５
日
間
の
滞
在
を
終
え
、

ヤ

シ
ン
先
生
と
カ
ブ
ー
ル
に
戻
る
。

カ

ブ
ー
ル
で
血
液
検
査
な
ど
を
し
て
診

察
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、

ピ
ロ
リ
菌
や

バ
ク
テ
リ
ア
の
せ
い
で
は
な
い
か
と
い

う
見
立
て
。
と
り
あ
え
ず
１５
日
間
の
投

薬
を
し
て
再
度
検
査
す
る
と
い
う
。

ヤ

シ
ン
先
生
も
安
堵
し
た
表
情
。

だ
が
、

驚
い
た
の
は
２
７
０
ド
ル
と
い
う
医
療

費
。

こ
れ
で
は
、

庶
民
は
医
者
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

復
興
の
兆
し
と
ま

だ
残
る
厳
し
い
現
実
。

そ
れ
が
現
在
の

ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
の
姿
な
の
だ
ろ
う
。

一王
―
デ
リ
ー
、

バ
ン
コ
ク
を
経
て
威

田
に
到
着
し
た
瞬
間
、

も
う
山
の
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
仕
草
が
懐

か
し
く
な
っ
た
。

いつもの訪問メンバー長倉代表、森、高橋とともに
現地訪間に参加することができました。日頃から旅慣
れているわけでもなく、言葉も不自由だつた、「はじめ
てのアフガニスタンの旅」の印象を綴ってみたいと思
います。

アフガエスタンも夏はとにかく日差しが強く暑かっ
たのですが、湿度が日本と比べものにならないくらい

低く、ことにバザラック、ポーランデといった山の村で
は朝晩が寒いくらいでした。ご存じのように女の子た
ちはスカーフで頭 (髪)を覆い、長袖の服を着ていま
すが、このスタイルはとてもじゃありませんが真夏の
日本ではつらいでしょう?

からつとした気候のなせる

技だと思います。
これまで写真で見てい

た校舎、そこは訪れてみる

とほんとうにこぢんまりと

していました。一部屋ごと

に机と椅子、黒板、そして
ゴミ箱がひとつ。あぁ、これ

だけでも充分勉強は可能

なのだなぁと感じました。

しかし、 3年 生はテント、
1・ 2年 生もコンテナで
の授業。半日の授業時間で

ないと体力が保たないの

がよくわかります。いまだ

完成していない新校合が

早くできあがるといいのにと強く思いました。
学校生活がシンプルなだけではなく、滞在したヤシ

ン先生のご自宅も、また食事に呼んでいただいた先
生や生徒の家も、全体的にあまリモノがなく、清々し
た印象でした。とくに、ヤシン先生の家は常に掃除が
ゆきとどいており、気持ちがよかったです。

特記すべきと旅の最中から考えていたのが、遊園
地のアトラクションのように縦に横にD【ねながら走る

自動車での道行きです。大きな石が否ろごろとしてお
り、私などはしつかりした登山靴でないと歩けないよ
うな急勾配も含む道が子どもたちの通学路。この道を

文 ・写真/天 野みか

元気な子どもも、義足の用務員さんも、片足に松葉杖
の男の子も、とにかく歩いています。女性の先生方や
遠くの高校へ通う女の子たちを車で送り迎えしなけ
ればならないことも、その自動車自体の保ちが悪いこ

とも、さもありなんと実感しました。

子どもたちはなんともいえず純朴で子どもらしい

子たちでした。とくに、高学年の男の子たちがまつた

くすれておらず、はにかみながらも握手をしてきちん

とあいさつしてくれる姿が印象的でした。年かさの女
の子たちには囲まれて熱心に質問されました。なに
を聞かれているのかわからなかったので、とにかくう

なずいていたら 「結婚しているのか?」と聞かれてい

たらしい。思春期の女の子
の興味はどの国も同じな

のかもしれませんね。

訪間行事のハイライト

はなんといってもスイカ

割りでしょう。その様子は

現地報告会の会場にて映

像をご覧いただける予定

です。

最後に、ぜひともお伝え

したいのが、前述の安井さ

んのことです。今回の旅

で、アフガニスタンに住ま

われ、現地の生活や人々

のことを熟知し、いつも適

切なアドバイスをしてくだ

さつている安井さんが、当会にとつていかに重要な人

lywかということを実感しました。ジャーナリストでもあ

り、また、以前カブールの難民キャンプにつくつた小

学校の校長先生も務められていた安井さんは、いつ

も大らかな笑顔で、また厳しさが大事な場画ではび

しつとした対応で、アフガニスタンの人たちと私たち
を繋ぐ役割を担つてくださっていました。小さな 1年

生に 「こうして使うんだよJと リュックを背負わせてあ

げたり、高学年の生徒たちに真剣な表情で津波の説

明をしたり、スイカ割りのときは人一倍楽しんでいる

姿が印象的でした。



翻
誕

私たちの活動も8年 目に入りましたが、相変わらずメデ
ィアにおけるアフガニスタンの話題は少なく、あったとして
も悲しいものばかりです。「この国の文化や生活をもっと知
りたい!」「一般の人にもっと関心を持つてもらいたい|」としヽ

うのが私たちの共通の願いだと思います。

そこで、残り2年 半の活動資金にある程度の目処がつい

てきたこともあり、このたび写真パネルの貸出料を無料に

しました(借り主が会員の場合に限ります)。
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パネル展を開くつて大変そう!? い えいえ、そんなことは  唇
橋先が載つています)にチラシを

メールorファックス!取材や告知記事
ありませんよ。以下に手1慣をご説明しましょう。        の 掲載をお願いすることもできま坑

庭鶏湖W会
場を決める

多くの場所でパネル展を開催していただき、よりたくさん  置 いてもらう。

む近所に公民館やギャラリーカフェはありませんか?

使用料が無料、または手頃な場所がいいでしょう(過去の例:学

校、商工会議所、診療所の待合室など)。会の活動内容を説明す

・チラシをつくって、コミュニティーセンターやカフェ等に

写真パネルが宅配便で届いたら、念のため「枚数は正しいかJ
「破損がないか」などを確かめてください。
※申し訳ありませんが、送料はご負担ください。

写真Aネ ルやキャブションの位置

など、いろしヽろ悩みますが、ここが

工夫のしどころ。あれこれ考えてワ

クワクするひと時です)

たくさんの方に見にきていただけるといいですね!
「感想ノート」を置いてみるのも一案。

終わ つたら…

直後に別のパネル展が予定されている場合もあります。

写真パネルはお早めにご返却ください。

お稜れさまでした !

ると安くしてもらえる場合もあります。

←__空 重型上_→   紐 がついていま孔 また、写真バネ

ルは壁にぶら下

げる形になつて

います。壁などに

立てかけて置く

のも可能です。

運鶏湧勢日程を決める
過去の例では3日～ 1週間程度が多いようです。また、写真バ

ネルの一回の貸出期間は原則として2週 間以内です。貸出が

重なる場合もあるので、候補日程は複数ご用意ください。

涎鶏革勢
事務局に連絡する

借りる方のお名前、会場、日程等をお知らせください。
不安や疑間がありましたら遠慮なくどうぞ|その後、事
務局から送られた「写真パネル貸出に関する合意書」
に、必要事項を記入・捺印のうえ返送してください。
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転う

今年の現地報告会(東京,大阪)では、アフガ

ニスタン音楽の演奏者である「ちゃるぱ―さ」さ

んにミニコンサートを開いていただく予定です。

ちゃるぱ一さは、やぎちさとさん、佐藤圭―さ

んのお二人のユニットで、2008年 東京での第

5回現地報告会でも演奏していただきました。

やぎさんの透き通った歌声と佐藤さんの奏でる

弦楽器ルバーブは、しばし私たちを別世界へい

ざなってくださいました。

さあ、今回はどんな音色を聴かせてくださる

のでしょう。普段の生活でアフガニスタンの音

楽を耳にすることは少ないと思いますので、皆

様、ぜひこの機会に直に体感にノてみませんか!

*J 誌ヽ]3、14号でちゃるば一ささんの
インタビューを掲載しています。(写真/山 本晴美さん提供)


